
◇感想
•周りで（メディア、親しい人たちも）福島のことを聞かなくなっていることに疑問を感じていた。
今起きていることが専門の方から聞けて「まだまだ終わっていない」ことが改めて分かった。この国
の流れを何とかしたい。先生のご活躍、ご健康を祈っています。
•小出さんにお礼を言いたくて来ました。3.11の時、福島の原発が爆発し、詳しく知りたいとＴＶを
見ても全然ちゃんとした説明がなく不安でした。その時ラジオから、唯一信頼のおけると感じられる
説明をして頂けたのが、小出さんでした。まるで悪夢のような現実感のない世界に放りこまれた、そ
んな時、正気でいさせて頂きました。怖い内容でしたが、その夜は子どもと一緒に寝、しゃんとして
いられました。本当にありがとうございました。
•大変おどろきました。まだまだ知らないことが多いし、今の自分に何ができるかを深く問われてい
ると思いました。
•東日本大震災にばかり目がいき、福島の原発事故についてあまり分かっていませんでした。今も被
ばくするという話を聞き驚いています。講演を聞けてよかったです。
•原発は地球温暖化を防止するのによいものだと3.11が起きるまでは思っていました。自然エネル
ギーに関することも知りたいと思っていましたが、質問の時間で少し示唆をいただきました。
•とてもよいお話でした。原発のお話は初めてで、他人事みたいに思っていましたが、今でも放射能
が問題とは信じられない。
•小出先生が原子力工学を専攻されていて、その上での反対は大変説得力があります。また、原発--核
兵器--憲法９条がリンクしているというお考えには、大いに共感できます。
お声もよく聴こえ、速さもちょうどよく、言葉もわかり易かったので、理解しながら聴けた。今日の
お話のようなことを、メディアももっと取り上げ、市民によく知らしめないといけないのに、現実は
なかなかそうはいかない。私たち市民も自分でアンテナを張りめぐらせて、情報を自力で得ないとい
けない。それもなかなか至難の業。政府には不信感しか持っていない。
•非常に解りやすく、大いに勉強になりました。エネルギーに対する考え方を、質問の回答の中で聞
けて、大いに参考になりました。人間の在り方を考え直したい。
•「エネルギーを使わなくても、自然と一緒に生きられる社会を作るべき！」と言われた先生の意見
に大賛成です。
•「エネルギーを使わなくても、幸せに生きられる社会を！」、本当にその通りです。自分もそうい
う暮らしをつくりたい。そしてダメなことはダメ、間違っている、と言う大人でありたい。
•知らないでは済まされない事だらけの現実にまじめに向き合い、子供、孫、その後の世代の為に、
自分のすべき事を考え行動したいと思う。
•子どもたちが危険にさらされている事を実感した。あらためて、福島の子どもたちを保養キャンプ
などで助けたいと思った。
•ニュース等だけでは分からなかった原子力発電が秘める危険が分かり、私達だけでなく、将来を生
きていくこれからの子供達に関わる、大変大きな問題だと感じた。
•これからの日本を生きていく子供達の為に、私達大人がもっと真剣に考えていかなければいけない
という事を再認識させて頂きました。本当に分かりやすく熱意のあるお話を聞けて良かったです。有
難うございました。
•小出先生のような素晴らしい専門家がいることは救いです。今だにどんなに深刻な状態におかれて
いるかが、よく分かりました。今するべきことの提案に賛成です。当面、選挙が最大だと思います。
•講演の後の司会の方（東京から移住した女性）の、個人的な話が印象的でした。
•とても勉強になりました。司会の佐藤さんのお話もとても良かったです。
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•経済至上主義を、みんながやめるべきです。儲けるのは一部の人だけです。地方で自然と程々に暮
らす。それが人間らしい生き方だと、この頃思います。科学や便利さの追及は、弱者のためにも必要
だと思います。儲けではなく社会のためにお金を使う社会になったら良いと思いますが・・・。
•原発問題は戦争と同じだと思った。だまされる者が悪いと思う。
•地震や津波はどうしようもないけれど、原発はどうにかできる。止めるしかないと改めて思いまし
た。小出さんのお話はとても分かりやすく、多くのことが腑に落ちた。
•途中参加でしたが、理知的で客観性のあるお話で聞きやすかったです。また来て頂きたいです。年
齢層の若い方にも聞いていただきたいと思います。
•原発反対を、声に出してゆきたい。
•知識や情報としては知っていることが多いですが、小出さんの熱い想いを直接聴くことができて、
自分自身も想いを新たにしました。私は（大人は）ちゃんと自分（たち）の責任を自覚して、やるべ
きことを考えていきたいと思います。
•窪川原発問題以来、その危険性を認識し反対してきた。福島で、やはり原発と人類は共生出来ず、
そのエネルギーをコントロールすることは不可能ということが証明されたと思う。民主主義に則り、
選挙でこの暴挙・横暴さを阻止しなければならない。
•福島事故からの全体像を、余す所なくお話していただけたと思います。ありがとうございました
•以前、四万十町（窪川町・興津）で生活していました。原発反対運動を勤務後行っていた夫と私と
子ども達、反対運動の末、原発建立がなくなって良かったと思ったが・・。現在の状況は残念です。
•改めて、原発・核というのは、恐ろしいと思いました。今日、小出さんのお話を実際に聞くことが
できて良かったです。
•理路整然としていて、とても聞きやすかったです。例えが分かりやすかった。一つ一つの説明に科
学的知識の裏付けがあり、納得できるものがありました。有難うございました。
•分かりやすく、厳しく、おもしろくお話下さり、ありがとうございました。一人の大人として、子
どもを守っていく方法を考えたいです。もっと声を上げなきゃ！
•メディアからの原発情報、半信半疑でしたが、小出先生のお話で確信し、とても良かったと思いま
した。
•お話がとても分かりやすかったです。次回もし講演があれば、もう少し踏み込んで「これから」私
たちがどうすべきか、示唆をいただきたいです。
•大切な子どもたちを守りたい。日本各地に、日本、いや世界をも放射能だらけにしてしまう原発、
核を所有している日本。これ以上原発を増やしたくない。海外へも輸出してほしくないと思います。
福一は少しでも早く終息してほしい。そして、安心して暮らせる日本にと思う。
•原発が恐ろしいことは知っていたが、自分とはあまり関係のないことだと思い、忘れかけていた。
でも改めて、こんなことは繰り返してはダメだと強く思った。
•地震国日本で原発を持っていること自体、おかしい。四国も伊方原発があり、決してよそ事ではな
いと思う。小さな事でも、多くの人達が声を合わせ国の方針に立ち向かっていかなければならないと
思う。
•福島県の今の実態を知る事が出来て、参加させていただいて勉強になりました。福島県のこととと
らえず、高知県に住む私達も脱原発を推進しなければいけないと感じました。本日は有難うございま
した。
•“汚れた世界で生きていくしかない”との現実に・・・悲しい？悔しい？気持ち。“大人は被曝して
も、子どもを守る”これしかできることはない、とのお話に共感しました。もっと自分に具体的にど
んな行動ができるか考えたい。
•未来、子どもたちから問われても恥ずかしくない生き方をしたいと思いました。
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•素晴らしいお話でした。福島の現状を見に行き、現地の方々と話し合ったりして怒っていたのです
が、今日のお話は非常に科学的であり、理解しやすいものでした。是非、こういう事を考える機会を
もっと増やし、未来の世界に対して責任を持ちたいと思います。
•いろいろな先生方の講演を聞きましたが、理路整然としていて良くわかりました。日本という国の
甘さ、ひどさは知っていましたが、いよいよひどい!!　自分達が賢くなっていくしかありませんよ
ね。レジュメいただいて有難うございました。できるだけ広めていきたいと思います。
•たいへん面白かった。もっともっと自覚しなければならない。
•今日の話を、まわりに発信していきたい。
•原発を廃止する以外にないと思う。それに向かい少しでも出来ることをしたい。わかりやすく、素
晴らしい講演だった。
•原則から数値等、具体的に分かりやすいことばや、比較の大きさ等を使って説明して下さいまし
た。これなら一般的な主婦等も理解してくれると思いました。今日買った本を読んで伝えたいと思い
ます。
•勉強になった。私も被ばくをしないように食べ物などに気を付けたい。（１０代）
•具体的にどうしたらいいでしょう。一人の力は弱いけれど、何かしたいと思っています。今日は娘
を連れてきました。少しでも広げていくことが大切かと思っています。
•原発のこわさを充分に知りました。脱原発を希望します。野党を応援します。
•わかりやすく放射能の危険性と、我が国の原発を取りまく状況を知ることができました。小出先生
の講演は、動画やブログなどで知っておりましたが、直接にお聞きするとさらに言いたいこと、伝え
たいことを受け取ることができます。主催していただいて有難うございます。
•「だまされていた」言い訳の話が印象的でした。ありがとうございました。
•とても分かりやすかったです。原子力に対する自民党の責任への追及は、小気味よかったです。
•今できることは、今回の選挙をチャンスととらえ、原発反対の議員を選ぶこと。
•原発はいらないです。２０～４０歳まで、動燃、東海村等で分析の仕事をしており、恐ろしさは良
く知って いました。改めて考え方が間違っていなかったと、今日の話を聞いて思っています。
•自分のこととして考えること。原発はやはりやめるべき。そのやめさせる運動を続けようと、東京
へ行くたび金曜日行動に参加しています。
•勉強し知れば知る程、恐ろしいので逃げているのではないか（自分のこと）。これではいけないと
思い、ささやかながら行動している（２０年以上）。
•広島原爆と比較してのセシウム、ウラン重量の図式がとても分かりやすく、恐ろしいと思いました。
•広島原爆との比較が、分かり易く理解できた。
•５０禁、６０禁の話は、小出さん若かりし頃、チェルノブイリの時からのお考えだと伝えると、一
層伝わるように思います。
•先生の長年にわたる原子力に関するご研究と、それに基づく原子力発電反対の立場を貫かれている
ことに、心よりの敬意を抱いております。
•ここまで危険をおかしながらも原発を推し進める本当の理由は何なのか？エネルギーとしては代替
エネルギー等いくらもあるのではないか。ともかく小出先生には長生きして頑張っていただきたい。
•学問的な説明だったので、すごくよく分かった。本当に恐ろしいと感じた。原発は即、せめてゼロ
にしなければ、と。
•科学的で、大変よく分かった。
•私のような無学な者にもよく理解できるよう、原子力の説明をして下さいまして有難うございます。
•原発の危険性や問題点を、とてもわかりやすくお話いただき我々の世代の責任を改めて痛感した。
•大変素晴らしいです。原発のコワサ、よくわかります。
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•事故後、何も進歩、学習していない日本の姿が分かった。
•原発、即、止めるべき !!
•原発の怖さを、再認識しました。
•原発は、いりません。
•大変参考になった。
•良い会でした。
•感動しました。小出先生、頑張って下さい。
•感動の一言です。
•素晴らしい講演会を有難うございました。分かり易いお話で、もっともっと聞きたかったです。
•大変分かりやすく、説得力のある講演でした。
•具体的でわかりやすい講演だった。
•とても勉強になりました。
•分かりやすく、また心を動かされる部分もありました。とても良かったです。
•どんどん話を広めていってほしいです。特に幼稚園や小学校へ。
•もっと多くの人に聴いて欲しいです。
•また小出先生をお呼びして欲しい。
•質疑、応答の時間をもっと増やしてほしい。（１０代・学生）
•人の欲望で、人知で制御できない物を作った人々の責任は、いずれ天罰が下るでしょう。
•いろいろと批判もされているようですが、それに負けないで頑張って下さい。
•先生のような人ばかりになりたい。これからもこんな講演を！
•子どもを守るのは大人なので、大人が放射能食品を食べれば良いという発想は受入れられない。自
公政権の本質をもっとズバリ言って欲しい。
•福島原発の事故というのをみてきても、政治家は（自民党、民主党も）原発賛成です。皆、被害を
電力会社じゃなく、国が補償して税金を使わないといけないのはおかしい。
•普通の人達が原発の話を聞くのにはイイけれど、一生懸命、生命かけて話しているのは有難いです
が、先生の体がとても痩せているのは、どこかお悪いのではと心配します。精神的圧力も大変でしょ
うね。
•前々から再処理の問題があるのに、それがあまり語られない、不思議でならない。
•最新の、次世代の、新しいものに目のない人々。より良く、より便利に、より快適に、そう考えて
あたりまえ。本当だろうか？　どんどん成長する社会が本当に良いのか？　どこへ行きたいのかな？　
子ども達に何を伝えたら、次の世代がまともな生活を守れる？　出来るのだろうか？　私達はきっと
５０年もしたら居なくなる。その時、どう彼らが暮らしているか気がかり。育てるのは私達。いつに
なったらおかしな政治家が選ばれなくなるんだろう。どうしたら今、社会の中心に居る人を変えられ
るんだろう。自分の考えと社会のあたりまえの違いが、そんなにあるんだろうか。自分の親の考えさ
え変えられないのが現実です。
•一般向けには、とても良くまとまっている。
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◇もっと聞きたかったこと
•運動の作り方。
•政府に対し、私たちは何をすべきか。
•様々な危険なデータを隠して原発が作られてきましたが、その責任を問い責任を負わす事が出来る
国になるでしょうか。
•原発をなくす方策
•福島の今。
•今、現在の福島第一原発の状況。
•収束作業の現状と問題点と見通し。
•事故後「去るも地獄、残るも地獄」という被災地の状況は、もっと多くの人がその打開策を考えな
いといけないと思います。汚染水の垂れ流しによる海洋汚染の食用魚への影響を、どう考えたらよい
のか。また、孫（１～７歳）が関東に住んでいるのですが、できれば移住させるべきでしょうか。
•被曝した物（者）が移動している事実。ガイガーカウンターを車に置いて高速を走っていると、並
走車やすれ違う車によって時々反応する（四国でも）。
•海の汚染
•今後、汚染はいつまで続くのでしょうか。海へ流れている汚染水が心配です。
•海の汚染とその影響。原発に群がった原子力マフィアのことも知りたい。
•今後の海産物の安全性について
•放射能の人体への影響など。
•低線量被ばくで子どもへの影響。
•今後の健康被害（予想であっても）。
•現在わかっている被ばくの被害状況。これから起こるであろう被害の予想。
•チェルノブイリの健康被害についてと、福島の予想される今後の被害
•福島で被ばくした子供たちに、実際に健康被害が出ている例は出てきていますか。また、今被ばく
をしないためには自分で食べ物を選ぶ、住む場所を選ぶしか方法はないのでしょうか。放射能の値を
全ての食品で測ることを義務づけるというのは、地方レベルなどでは実現することは出来ますか。
•関東の子どもたちに、今起きている健康被害の実態（次回の講演会かな？）。食べ物がどこまで安
全なのかということ。
•食品汚染の現状とこれから。（今気をつけるべきことと、これから気にかけていくべきこと）
•少しでも、どうしたら食品から安全が得られるか聞きたかった。
•実際の食べ物の注意する物について教えていただきたかったです。学校や病院の給食にも汚染物が
入っている話も聞きます。
•これからどうやって暮らしていくかの考え。
•エネルギー消費の少ない社会について。
•省エネ社会の話をお聞きしたかったです。
•最後にふれられたエネルギーを半分にしてつくる新しい文化、社会のあり方について。
•最後にお話がありました、「エネルギーを今より１/２以下にして、自然と共生する社会」のお話が
聞きたいです。
•原子力に代わるエネルギーについて。
•人類滅亡へのシミュレーション。原発を再稼働させたいと言う人達の精神構造。どうしても、もう
病気であると思うが、この狂気の医学的な説明を聞きたい
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•原発をやめて、どうエネルギーを確保するが良いか。その一番の方法は何か。それが国民生活の負
担にならないかということ。
•原発で生活している自治体や人々は、原発をなくした時、どのような生活があるか。その見通しを
聞きたかった。
•何故、原発が登場することになったか。
•川内発電所審査における非論理性、非倫理性、非科学性について。
•対策→廃炉にするロードマップ。
•今ある原発を廃炉にする手順、方法。
•廃炉への技術的、財政的、法整備的なアプローチ。
•１mS（ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ）の基準の決められ方。（？）Ｋとの関連。
•吉田調書や、朝日新聞の報道問題について。
•国ではない調査の結果も聞きたかったです。
•チェルノブイリの子供達の現状など。
•原発推進の人々にとって、交付金や原発関係者としての仕事の他に、どのような考えに基づいてい
るのでしょうか。いつも疑問に思います。
•ここまで危険を冒しながらも、原発を押し進める本当の理由は何なのか？　エネルギーとしては代
替エネルギー等、いくらもあるのではないか。
•原発＝潜在的核保有国と考えていいのか？
•原子力学会での原発の見解。又、推進学者の立ち位置。
•太陽からデンキがとれたとして、直接自分が使用できるか？
•原発に依存する根拠は何ですか。限りなき人間の欲望ですか。核廃棄物の処分場は、大都市に作る
べきだと思います。
•半減期、他、放射能の性質。鉛でガード出来る？玄米、みそ汁、塩分強化で（秋月振一郎さん）救
われたと、何回も新聞、本などで読んだことがありますが・・・。毎日の生活面で実践できる効果的
な方法があれば・・・。（ヨウ素等の効果、時期、量）
•ストロンチウム９０関係。原子炉→海水あたため装置の話
•核種は６３種あるらしいですが、福一からの汚染では、それらの全データは発表されていますか。
•地球温暖化は、原発のせいか。
•具体的にどうしたらいいでしょう。
•先生が話したいこと、訴えたいこと。
•もっともっと何時間でも聞きたい。特にこれからのこと。

◇回収データ
•参加者420名中、117名分を回収。
•記載のあった職業：主婦27名、教育関係者17名、会社員11名、医療関係者10名、自営業６名、学
生５名、年金生活者４名、公務員３名、農業１名、食品関係者１名、団体役員１名、パート１名。
•記載のあった講演会情報媒体(重複あり)：知人61、チラシ44、新聞14、インターネット４、家族
２、講演会１、大学の先生１。

小出裕章さん講演会 2014.12.6『福島で起きていることと、これから』 アンケート結果


